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• www.weather.com
Forecasts Pollen Forecast ZIP CODE

Tree Grass Weed 
Common Allergens in Your Area

Common Allergy Triggers in Florida
Butterweed )

• Buttonbush

• Cajeput

• Mold Activity

•

• Nasonex, Zyrtec, 
Claritin



•
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•
•
• www.mamashealth.com
• American Lung Association
• www.lungusa.org/
• National Institute of Allergy and Infectious Diseases

• www.niaid.nih.gov/
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Vaccine,Immunization

HPV

VPD
VPD:Vaccine Preventable Disease

• A,B
•
• Td(Tdap)

•
• ( )

MMR DTP
• ) ( )



VPD Vaccine Preventable Disease

KNOW VPD! (
http://www.know-vpd.jp/

(
http://www.know-vpd.jp/children/

CDC

http://www.cdc.gov/vaccines/recs/schedules/child-
schedule.htm

http://www.cdc.gov/vaccines/recs/schedules/adult-
schedule.htm

•

•
•

• Managed Care) HMO Health
Maintenance Organization) gatekeeper

• Free for Service) PPO Preferred
Provider Organization) deductible:

• HMO PPO POS(Point-of-Service
Plan)

deductible



•
• PPO>POS>HMO

• HMO

MRI

HMO



Yellow Fever

Malaria



P.falciparum
P.vivax&ovale
P.malariae



• YELLOW FEVER VACCINE REQUIREMENTS AND 
RECOMMENDATIONS, BY COUNTRY

• http://wwwnc.cdc.gov/travel/yellowbook/2010/chapter-
2/yellow-fever-vaccine-requirements-and-
recommendations.htm

• MALARIA RISK INFORMATION AND PROPHYLAXIS, 
BY COUNTRY

• http://wwwnc.cdc.gov/travel/yellowbook/2010/chapter-
2/malaria-risk-information-and-prophylaxis.htm

•
• http://cdc-malaria.ncsa.uiuc.edu/



• ( )
• Rabies
• Leishmaniasis
•
• Schistosomiasis
• Onchocerciasis
• Diardiasis
•
• Hookworm
• Dengue (Hemorrhagic) Fever
• Myiasis Bot Fly
•

( )
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Diardiasis
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Life expectancy in some Southern African countries

1958 to 2003.png
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Dengue (Hemorrhagic) Fever

Myiasis Bot Fly

Bot Fly(



2003-11 H5N1

H1N1



• (
•
•



•
•
•

)
•

•
• (

:
Country 2009~Most recent

El Salvador
83

71 Democratic
Republic of 
the Congo

35 Zambia 23 Congo 20

Honduras 67 Colombia 35 Bahamas 22 Mozambiqu
e

20

Jamaica 60 South Africa 34 Brazil 22 Chad 19

Guatemala 52 Belize 33 Dominican 
Republic

22 Ecuador 19

Venezuela 49 Central
African
Republic

30 Haiti 22 Mexico 15

Trinidad and 
Tobago

43 Rwanda 27 Ethiopia 21 Mexico 15

Brundi 37 Sudan 27 Guyana 21 Russia 15

Lesotho 37 Panama 24 Niger 21 0.86



Web
•
•

•
• www.mdtravelhealth.com
• CDC Centers

for Disease Control and Prevention Travelers’ Health Yellow Book 
Homepage 2012

• http://wwwnc.cdc.gov/travel/page/yellowbook-2012-home.htm
• WHO World Health Organization Global Alert and 

Response(GAR) Disease Outbreak News

• http://www.who.int/csr/don/en/index.htlm
•
• http://www.rofuku.go.jp/johac/friendship/HP.teikei/download.html

•

•
ETEC(enterotoxigenic

Escherichia coli), Campylobacter jejuni, Shigella
sp., Salmonella sp.

norovirus, rotavirus, 
astrovirus

Giardia ,
Entamoeba histolytica , Cryptosporidium

, Cyclospora
Dientamoeba

fragilis



Cryptosporidium

1
2

10 /
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3l/ /
1-2

AIDS
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1

Entamoeba histolytica

Entamoeba histolytica
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Composition of WHO oral rehydration salts 
(ORS) for diarrheal illness

• Ingredient Amount
• Sodium chloride 2.6 g/L
• Potassium chloride 1.5 g/L
• Glucose, anhydrous 13.5 g/L
• Trisodium citrate, 2.9 g/L 

dehydrate (or 2.5 g/L)
• Water 1.0 L
World Health Organization. Oral Rehydration Salts (ORS): Production 

of the new ORS. Geneva: WHO; 2006: p. 2–4.

3,701m

6,750ft 2,057m
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1 1
•

•

• http://www.mosquitozone.com/education/Preview/assets/
MZ_Poster8ENG_sample.pdf
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 中南米の様々な病気 (CDCの中南米の表、WHOの表参照)

 主なリスク国 予防方法 原因 治療と致死率 
黄熱病 
 
Yellow Fever 

ウルグアイ、 
チリ以外 

ワクチン 
１回接種 
１０年有効 

黄熱病ウイル

ス 
Flavivirus 

・対処療法 
・致死率高い 

マラリア 
 
Malaria 

ウルグアイ、 
チリ、キューバ

以外 

防護策、 
予防薬内服 
＊妊婦、小児、精

神疾患を有する場

合などの処方が異

なる 

マラリア原虫 
熱帯熱  
三日熱 
四日熱 
卵形 
などの種あり 

・マラリア治療

薬数種類あり 
・熱帯熱マラリ

アの致死率高

い 

狂犬病 
 
Rabies 

ジャマイカ、ウ

ルグアイ、及び

バハマ、バルバ

ドス、ケイマン

諸島等の島国

以外 

ワクチン 
３回接種 
＊ハイリスクで無

い限り数年間有効 

狂犬病ウイル

ス 
lyssaviruses  

・迅速な治療を

要する。 
・予防接種をし

ていない場合

治療が遅れる

と ほ ぼ １ ０

０％死亡する。

ジフテリア 
 
Diphtheria 

ボリビア、ブラ

ジル、コロンビ

ア、ドミニカ共

和国、エクアド

ル、ハイチ、パ

ラグアイ 

ワクチン 
小児はルーチ

ンで４～５回 
大人は 
Td あるいは 
Tdap を１０年

に１回打つ 

ジフテリア菌 
菌の産生する

外毒素によっ

て心臓、腎臓、

神経が侵され

る。 

・迅速な治療を

要する。ウマ血

清、ペニシリン

など。 
・喉の痛み 
犬がほえるよ

うな咳、筋力低

下、激しい嘔

吐。 
・ 心筋炎を併

発した際の回

復には時間を

要す。突然死。

破傷風 すべての国 ワクチン 
ジフテリアと

の２種混合ワ

クチン Td を 
１０年に１回 

破傷風菌 
傷口の感染創

で産生される

神経毒素 

・毒素には血清

・死亡率は成人

で 15～60%、

新生児は 80～
90%。 



中南米３大渡航先に存在する感染症

CUZCO–MACHU PICCHU, PERU 

Destination map of Peru 

 

IGUASSU FALLS, BRAZIL/ARGENTINA 

Destination map of Iguassu Falls 

 

COSTA RICA 

Destination map of Costa Rica 

 



渡航先 主な傷病の種類    
クスコ－マチュ

ピチュ 
：ペルー 

① 急性高山病 
② 皮膚リーシュマ

ニア症 
③ 黄熱病 
④ マラリア 
 
（アマゾン地域の

Iquitos を観光する

場合はマラリア予

防薬の内服を推奨。 
Puerto Maldonado  
での２，３日の滞在

では予防薬内服は

要しない。） 

① クスコ（３，３９５

ｍ）到着４～８時間で

低酸素血症による、頭

痛、嘔気、食欲不振が

起こる。睡眠時覚醒。 
少数に肺水腫、脳浮腫

などの重篤な症状が起

こる。 
予防薬：ダイアモック

ス。地元ではコカ茶。

やや高度の低い近辺の

町で２，３日滞在し高

度順化させるのも良

い。マチュピチュ（２，

４３０ｍ）に先に行っ

た帰りにクスコに行く

のもよい。 

②アンデス、アマゾン

熱帯雨林地域の風土

病。サシチョウバエ

（sand flies）によっ

て媒介される原虫感

染症。旅行者はペルー

南部の Manu Park
地区で皮膚、粘膜リー

シュマニアに感染す

る危険がある。 
内臓リーシュマニア

症はペルーには存在

しない。ワクチンも予

防薬も無く、虫に刺さ

れないことと、数週間

消えない皮膚病変は

専門医にかかる。 

③観光地には黄熱

病は無く、ペルー入

国に黄熱病ワクチ

ン接種証明は必要

ないが、標高２，３

００ｍ以下のアマ

ゾンジャングル地

帯に行く場合は、ワ

クチン接種を推奨。

④感染率は低い。ペ

ルー渡航後の米国

人で毎年５件。ペル

ー・アマゾンに三日

熱、熱帯熱マラリア

が存在するが、首都

のリマや高地観光

地にはいない。 
イグアス 
：ブラジル 
 
推奨ワクチン 
・A 型肝炎 
・腸チフス 

⑤ 黄熱病 
⑥ マラリア 
⑦ 狂犬病 
⑧ リーシュマニア 
⑨ シャーガス病 
⑩ デング熱 
⑪ 住血吸虫症 

⑤証明は要求されない

が、短期滞在でもワク

チン接種を推奨。 
⑥三日熱マラリアあり 
予防内服、防虫対策 
⑦犬やこうもりにかま

れた際に速やかに対応 

⑦⑧共に旅行者の感

染例はないが、病気は

存在するので注意。 
⑨旅行者の感染はほ

ぼ無い。日干し煉瓦や

わらぶき屋根で出来

た家屋は危険。 

⑩昼間の防蚊対策

が必要。 
⑪淡水湖、河川の水

に触れるのを避け

ることが望ましい。

コスタリカ 
 
推奨ワクチン 
・A 型肝炎 
・腸チフス 

⑫ 犯罪 
⑬ 交通事故 
⑭ 自然災害：地震、

噴火、溺死 
⑮ リーシュマニア 
⑯ マラリア 
⑰ 皮膚幼虫爬行症 
⑱ ハエ蛆症 
⑲ デング熱 

⑫パスポート紛失が世

界で一番多い。レンタ

カー関連 
⑬道路諸環境が劣悪。 
⑭７つの火山。地震も

多い。１９９１年 M7.6
の地震で４７名死亡。 
毎年８～１２名の米国

人旅行者の溺死者 
旅行者下痢症 

⑮渡航後の感染者は

増加中。夕刻から明け

方にかけてのサシチ

ョウバエの吸血を避

ける。長引く皮膚病変

は専門医へ。 
⑯Limon Province に

多い。三日熱マラリア

でクロロキンが有効。

プリマキンも使用可 

⑰犬猫の糞便で汚

染された砂に存在

する Hookworm の

幼虫が皮膚に侵入

する。タオルや靴で

防御。⑱Bot fly の幼

虫が皮膚に侵入。洗

濯物に卵を産む。ア

イロンで殺卵。⑲２

００７年２．５万例

の発症例あり 



・  

TRAVEL EPIDEMIOLOGY 

Figure 1-1. Incidence rate per month of health 
problems during a stay in developing countries—2008 

 

(From Steffen R, Amitirigala I, Mutsch M. Health risks among travelers—need 

for regular updates. J. Travel Med. 2008;15(3):145–6. Reprinted with 

permission from Wiley-Blackwell.) 

 



中南米の疾病率（有病来院者１０００人あたりの疾患別症例数） 

カリブ諸国 症例数 中米 症例数 南米 症例数 

慢性下痢 １３２ 慢性下痢 １７２ 慢性下痢 １３０ 

急性下痢 ９０ 寄生虫性下痢 ９４ 急性下痢 ８２ 

発熱 ８５ 急性下痢 ８８ 寄生虫性下痢 ８０ 

幼虫爬行 ７６ 発熱 ６５ 発熱 ７２ 

寄生虫性下痢 ５５ 虫刺され ５３ 細菌性下痢 ５６ 

細菌性下痢 ５２ 呼吸器感染 ４９ 呼吸器感染 ５０ 

虫刺され ５０ 細菌性下痢 ４４ 虫刺され ４１ 

呼吸器感染 ４５ 幼虫爬行 ３０ リーシュマニア症 ３８ 

デング熱 ４０ 発疹・アレルギー ２８ 幼虫爬行 ３３ 

発疹・アレルギー ３８ 疲労感 ２６ ブラストシスト症 ３１ 

消化器線虫 ２５ ブラストシスト症 ２３ ハエ蛆症 ２６ 

急性胃炎 ２２ ハエ蛆症 ２２ 疲労感 ２６ 

胃腸炎 ２２ 消化器線虫 ２０ 発疹・アレルギー ２５ 

疲労感 ２１ デング熱 １８ 消化器線虫 ２２ 

ブラストシスト症 ２０ 胃腸炎 １７ デング熱 ２０ 

表在性真菌症 １２ 三日熱マラリア １７ 皮疹 ２０ 

単核球症 １２ 皮疹 １６ 三日熱マラリア/

胃腸炎 

１５ 

尿路感染症 １２ リーシュマニア症 １５ 急性胃炎 １４ 

非特異的関節炎 １２ 便秘・痔核 １３ 皮膚膿瘍 １３ 

海性刺傷 １１ ダニ・疥癬 １３ 単核球症 １２ 

便秘・痔核 １１ 単核球症／皮膚膿瘍 １１ 性感染症 １１ 



・ カウンターカルチャー（海外赴任時）、リバース・カウンターカルチャー 

（海外から日本に帰国時）による精神的リスク 

海外派遣労働者の精神的健康と関連性の高い要因 

1. 風俗習慣の違いによる不自由さ 

2. 医師の指示理解能力のなさ 

3. 現地人上司との関係の悪さ 

4. 年休消化日数 

5. 運動習慣 

6. 喫煙習慣 

7. 家族交流のなさ 

8. 相談者の不在 

9. 単身派遣 

10. 現地交流のなさ 

産業衛生学雑誌より引用 

海外派遣されている方々にとって、メンタルヘルス上問題、精神的な健康との関連が高いと

考えられる要因について列挙しています。 

１、風俗習慣の違いによる不自由さです。異文化で仕事をされている皆様は既に痛感さ

れていると思います。 

２番目には医療の問題が上がっています。言葉がどんなに堪能な方でも、現地の医師が

何を言っているのかわからない、理解できないという事はよくあります。 

３番目には、現地人上司との関係の悪さが上がっています。欧米で働かれる場合には頻

度の多い問題になっています。 



４、年休消化が少ない方は、精神的不健康になりやすいという事がわかっています。 

５、運動週間の無い方、仕事ばかりしている方は、精神的不健康になりやすい。そして

喫煙習慣のある方もメンタルヘルス上問題が多い。 

７番目ですが、家族との交流の少ない方は、精神的に不健康な状態にある、という事も

わかっています。これは８番、９番とも関係しますが、単身赴任で、サポートしてくれ

る家族や相談者がいない場合に問題が起こりがちになります。 

そして、単身赴任であっても、地元でいろんな交流があれば良いのですが、仕事でのつき合

いのみ、現地であまり交流をされていない方に、メンタルヘルス上の問題がおこりがちであ

るという事がわかっています。  

海外生活、適応の過程 

１．移住期（数週間から数ヶ月） 

精神的な問題は少ない 

２．不満期（数週間から数ヶ月以降） 

心身の不調を来しやすい 

３．諦観期（数ヶ月から１年以降） 

肯定的な認識 

４．適応期（１年以降） 

生活をエンジョイ 

５．望郷期（２～３年以降） 

メランコリックな気分 



帰国 

６．逆カウンターカルチャー開始期 

１．～５．の順で日本のやり方に適応障害を起こす 

 

海外の生活で精神面で適応していく段階は５（～６）段階に分けられます。 

移住期ですが、挨拶回りと生活の設営に追われる時期です。この作業に必死で精神的な問

題は起こりません。見かけ上は適応しているように見えます。しかし、この時期にがんばり過

ぎると後で心身の疲労をひきずる事になります。この時期こそ余裕をもってマイペースで進め

なければなりません。 

不満期ですが、生活の設営が終わり、ほっと一息つく時期です。その一方現地、赴任地の欠

点やストレス源が眼に付いてきます。この時期に心身の不調や精神障害による自殺といった

問題がおこりがちです。辛いときは十分に休養をとる必要があります。 

諦観期、諦めの時期ですね。赴任地の良いところも悪いところも概ね肯定的に認識できるよう

になります。心理的にもおちつきます。 

適応期。現地に無理なくとけ込み、生活をエンジョイできる時期です。普通の方は１年はかか

ります。 

最後の望郷期。２～３年以降になると、赴任地の刺激に慣れてくると日本が懐かしくメランコリ

ックな気分になります。引っ越し準備や日本再適応への不安が引き金になり心身に不調を来

す事もあります。  

第６の再入国時の環境不適合が逆カウンターカルチャーとして問題になってきています。海

外での経験が生かされない、評価されない、日本のやり方に疑問を持ち始めるなどといった

様々な障害が心の葛藤となり、放置されていると個人、チームとしての損失に繋がる事例が

発生しています。 

 

 

 

 

 



メンタルヘルスケアの進め方 

メンタルヘルスケアの進め方  

セルフケア 
本人のストレスへの気づき、ストレスへの対

処 

ラインによるケ

ア 
管理者による職場環境の改善、個別の相談対

応 

事業内産業保険

スタッフによる

ケア 

産業医、衛生管理者などによる職場環境の改

善、個別相談 

事業外資源によ

るケア 
事業所外の機関や専門家による直接、支援サ

ービス 

企業において、メンタルヘルスケアをどう進めていくか、という事ですが、４つのケアという事

が提唱されています。 
１番目はセルフケア。まずは自分自身がストレスを気づき、そしてそれを対処する方法を知っ

ているという事。 
２番目は、ラインによるケアです。これは管理監督者が行うもので、職場環境を改善し、個別

の相談対応を行う、というものです。 
そしてさらに事業内産業スタッフ、産業医などによるケア、そして事業外の専門家による支援

サービスというものも利用する必要があります。 

セルフケア 

ストレスへの気づき

ス ト レ ス チ ェ ッ ク （ 職 業 ス ト レ ス 評 価 Ｈ Ｐ ）  

http://www.jisha.or.jp/profile/2_3/stls/stls_main.htm

ストレスへの対処

運動、睡眠、休養、栄養、リラクセーション、 自律訓練法、認知療法 

自発的な相談

積極的に専門家へ相談 

http://www.jisha.or.jp/profile/2_3/stls/stls_main.htm


セルフケアですが。今はインターネットでも自己診断できるストレスチェックというものもありま

すのでご利用ください。対処方法としては、みなさんそれぞれかと思います。そして何よりも、

ちょっとおかしいなと思ったら遠慮無く専門家に相談する、という事が重要です 

ラインによるケア・気づきのポイント 

職場生活 

• 遅刻・早退が多い 

• 休みの連絡がない 

• ミスが目立つ 

• 能率が悪くなる 

• 思考、判断力の低下 

• 会議で攻撃的になる 

日常生活 

• 気分の変容が大きい 

• 体重の増減が目立つ 

• 服装が乱れ、不潔になる 

• 元気がない、表情が乏しい 

• 口数が少ない、多弁になる 

• 浪費をする 

• 飲酒量、タバコの増加 

• 今までの趣味に興味がなくなる 

部下の異常への気づきのポイントをあげてみます。 



職場生活においての異常ですが、遅刻・早退が多い、休んだが連絡がない、そしてミスが目

立つようになった、以前に比べて能率が悪くなった、判断力が低下した。そして会議で攻撃的

になるという異常を呈する方もいます。 

日常生活ですが、これについては奥様が同行されていれば、夫人を通して入ってくる情報に

なるかと思いますが、気分が変わりやすい、体重が増えたり減ったりする、服装が乱れて不

潔になっている、表情が乏しくなっている、口数が少ない、逆に妙に多弁になる場合もありま

す。浪費するようになる、無駄な買い物をするようになるという事もあります。酒やタバコが多

くなるというのも重要なサインです。そして、今までゴルフや麻雀が誰よりも好きだったのに、

そうした誘いに乗らなくなる、というのも異常のサインです。こうした部下のサインを見た場合

には、直ぐに個別相談をしてみる必要があります。  

ラインによるケア・定期的チェック項目 

1. 原因のはっきりしない体調不良はないか？ 

2. 食べられているか？ 

3. 眠れているか？ 

4. 酒量が急に増えていないか？ 

5. 気分や言動が不安定になっていないか？ 

6. 仕事はある程度こなせているか？ 

めったに会わない社員、部下の異常を定期的にチェックする質問項目という物もあります。本

社から産業医や人事担当者がするべき質問ですが、この６つの質問を定期的にする事で、メ

ンタルヘルスの状態を大まかに把握する事が可能です。 

問題があった場合の対応 

問題があった場合の対応  

重傷度 症状 対応方法 

軽症 
軽い不眠、軽度の体調不良、自己回復

力あり 
休暇を取らせる。必要に応じて現地で

の治療 

中等症、

重症 
業務能力の著明な低下、顕著な体調不

良、逃避願望、希死念慮、単身 

一時帰国させる。精神的混乱が重篤な

場合には、地元専門医療機関を至急受

診させる 



軽症の場合には、休暇をとらせるとか、現地の医療機関に対応可能な場合もあるかと思いま

す。中等症、重症な場合、具体的には、業務能力が極端に落ちていたり、ここからいなくなり

たい、といった逃避願望やさらに自殺をほのめかすような事を話す場合には、特に危険です。

単身の場合には、こういう状態では１日でも放っておいてはいけません。直ぐに人をつけて帰

国させるか、地元でとりあえず入院させるという事が必要になります。何より自殺させない、と

いう緊急避難を実施する必要があります。 

 

夫人のメンタルヘルス上の問題 

1. 言葉の問題 

2. 子育ての問題（異文化の中での教育） 

3. 培ってきたキャリアの問題 

4. 赴任理由、アイデンティテイーの問題 

5. 使用人との問題（途上国） 

6. 現地邦人社会との問題（村社会） 

7. ストレス解消方法の問題 

8. 健康問題、更年期の問題 

9. サポート体制の問題（企業支援の有無） 

10. 夫との問題 

海外は夫婦の絆の試験場 

特に奥様・夫人について十分なケアを日本にいる時以上に気を遣わなければいけません。ま

ずは、言葉、コミュニケーションの問題があります。英語も、全く苦手だと思っていらっしゃる方

はもちろん、得意だと思っていた方も、現地で簡単な会話が聞き取れず、落ち込んでしまわれ

る方もいます。 

２番目ですが、お子様を同行されている場合には、子育てが一番の問題になるかと思います。

教育の問題、子供が病気になった時、たいへん心配です。 

３番目ですが、日本でばりばりに仕事をされていたが夫の赴任に伴い退職して付いてきた奥

様方というケースも少なくないと思います。この「仕方なく、やむを得ずついてきた」、という気



持ちが海外生活の場合に大きな問題になります。夫から十分な説明や相談がなかった場合

に特にそうです。日本で積み重ねてきたキャリアが無駄になります。 

４番目、海外で何をすれば良いのか、ご自身のアイデンティティーの喪失があります。ご主人

の付属物のような存在が気にいらないという事は当然あるかと思います。そいう場合には、そ

れ以外のご自分自身の赴任理由、海外在住理由を持つ必要があるかもしれません。 

５番目に、途上国の場合には使用人さんとの問題があります。人を使うという事は、日本にい

れば夢のような話ですが、これはこれで使い慣れていない我々にとっては大きなストレスにな

ります。 

６番目、コミュニケーションに問題はないはずの邦人社会とのつき合いがストレス源になる事

も少なくありません。気が付いたら邦人社会の中で孤立している、という事があります。その

他では、ストレス解消法の問題、ご自身の健康問題、更年期の体調不良なども大きな問題に

なります。 

９番目ですが、ストレスというのは、それを減少させる要因があるかという事でもその大きさが

変わってきます。すなわちサポート体制があるかどうかです。日本にいれば、何かストレスが

たまるような事があっても、別のコミュニティーと関わる事でストレスを軽減する事ができます

が、海外の場合そうはいきません。また、家族や友達などが近くにいて、話を聞いてくれたり、

一緒に悩んでくれたりしてくれる事も難しい。そうなると一人で悩んでしまう、となります。 

１０番目、海外では、一番のサポーターになるべき人が夫だと思います。夫が妻の支えになら

ないと海外では生活できない、と言えます。海外は夫婦の絆が試される場所と言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（マイアミ近郊の病院・邦人医師のリスト） 

06/08/2011 作成 

1. Miami International Cardiology Consultants           

所在地：3801 Biscayne Blvd Miami FL 33137 

電話（代表）：305-355-5544 

 （国際部）：305-573-6537 

（健康診断及び国際部の担当者→Ms. Nadira） 

（携帯）：305-753-6050 

概要：Jackson Health System 系列の小規模クリニック。 

新しい設備で健康診断施設として使用可能。 

画像診断部門が併設され、３６０°医療を実践する Health 

Wellness Program に基づいた、医療に関連したコスメティック部

門もある。 

 

2. Jackson North Medical Center

所在地：160 NW 170th ST. N Miami Beach, FL 33169 

電話（代表）：305-651-1100 

 （国際部）：305-218-7795 

概要：Jackson Health System 系列の総合病院。 

      健康診断とそれに伴うバリウム検査や 

胸部レントゲン検査を実施。 

 

3. Jackson Memorial Hospital

所在地：1611 NW 12th Ave. Miami, FL 33136     

電話（代表）：305-585-1111 or 305-325-7429 

 （国際部）：305-355-1211 

概要：マイアミデイド郡で最も規模の大きい公立病院・大学病院（日本

人医師らが臨床、研究を、また留学生が研修を行っている）。移植

手術で有名な病院であり、また重傷者を受け入れる大規模な熱傷・

外傷救急センターがある。（広域をカバーし、中南米からも患者を

受け入れている。） 

日本人の小児科医 Dr.佐々木奈央が 

Jackson Memorial Hospital/University of Miami の循環器で 

指導医として勤務している。 

 

 



 

4. University of Miami Hospital

所在地：1475 NW 12th Ave Miami FL 33136-1002   

電話（代表）：305-689-5511 

 （国際部）：305-243-9100 

    概要：ジャクソン・メモリアル病院と医師を共有して経営している。 

       消化器センターがあり、内視鏡検査を行う。 

 

5. Mt. Sinai Medical Center   

所在地：4300 Alton Rd. Miami Beach, FL 33140    

電話（代表）：305-674-2121  

（国際部）：305-674-2150 

概要：マイアミビーチにある中堅の病院。 

新しく出来た癌専門が注目されている。 

 

6． Jackson Health System Miami Dade County Department Jefferson Reaves Center 

所在地：1009NW 5th Ave Miami FL 33136-3212 

電話（代表）：786-466-4100 

概要：同建物内に保健所と Jackson Health System 系列のクリニックが

ある。身体記録証明書（有料）や予防接種・証明書の発行（18 歳

以下は無料）が出来る。予約を取らずに受診も可能だが、数時間待

たされる。日系人の内科医 Dr.Frederic Anderson（日本語可）が

勤務している。 

 

7． Baptist Hospital   

所在地：8900 N. Kendall Dr. Miami, FL33176-2197 

電話（代表）：(305) 596-1960 

（国際部）：(786) 596-2373 

概要：マイアミ近郊に 5病院を要し、全米に展開する。中でも国際部は

充実し、海外の要人や大企業の健康診断などを契約している。 

心臓血管研究所（Cardiac & Vascular Institute）が注目されて

いる。 

 

8． South Miami Hospital    

所在地：6200 SW 73 ST. Miami, FL33143-4989 

電話（代表）：305-661-4611 



（国際部）：786-662-4827   

概要：Baptist Hospital 系列の中堅病院。 

 

 

9． Miami Children’s Hospital  

所在地：3100 SW 62 Ave. Miami, FL33155  

電話（代表）：305-666-6511 

（国際部）：305-662-8281 

概要：南フロリダで最大の私立小児総合病院。 日本人の小児科医 

Dr.佐々木潤が小児集中治療室で研修医として勤務している。 

10． Mercy Hospital  

所在地：3663 S. Miami Ave. Miami, FL33133 

電話（代表）：305-854-4400  

（国際部）：305-285-2735 

概要：領事館に一番近い中堅のカトリック系病院。 

潜水病治療で知られる高圧酸素タンクの設備が有る。 

 

11． Aventura Hospital & Medical Center  

所在地：20900 Biscayne Blvd. Aventura, FL 33180   

電話（代表）：(305) 682-7000  

  （国際部）：(305) 682-7179 

概要：マイアミデイド郡とブロワード郡の境界に位置する中堅の病院。 

 

 

12． Kendall Regional Medical Center    

所在地：11750 SW 40th St. Miami, FL 33175    

電話（代表）： (305) 223-3000 

 （国際部）：(305) 222-6750 

概要：中堅の病院。 

 

＊ 医療機関の診察の際、国際部の手配により医師の病状説明を日本語の通訳サービス

を通じて受けるよう手配することが可能（別途料金が発生）。 
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